
【事 例1】 福 井 ほ か/東 北 タ イ/ド ン デ ー ン 村

1.調 査

対 象

東 北 タイ 、KhonKaen県DonDaeng村(以 下 、DD村 と略 す)(1981年 人 口900

人)

調 査 者

石 井 米 雄 を代 表 者 と し、福 井 捷 朗 、海 田能 宏 、 口羽 益 生 を中 心 とす る 日 ・タ イ

両 国 の学 際 的 編 成 テ ィー ム。1964-1965年 に は水 野浩 一 が 同 じ村 を調 査 して い

る。

調 査 期 間

1981-1984年

報 告

成 書 と して は 、 下 記 の3冊 。 人 ロー 食 糧 につ い て は 、 主 に前2者 。 他 に論 文 多

数 。

福 井捷 朗 『ドンデー ン村;東 北タイ の農業生態』東京:創 文社。1988年 。

Fukui,Hayao.1993.FoodandPopulationinaNortheastThaiVillage.TranslatedbyPeter

Hawkes.Honolulu;UniversityofHawaiiPress.pp.421.

口羽益生(編)『 ドンデー ン村 の伝統構造 とその変容』東京:創 文社。1990年 。

なお 、1960代 の水 野 に よ る調 査 は 、水 野浩 一 『タイ農 村 の 社 会組 織 』 東 京:

創 文 社 に ま とめ られ て い る。

2.対 象 の 概 要

地 域 の 概 況

東 北 タイ 、 コ ラー ト高 原 は、全 面積 、水 田面積 、 人 口のい ず れ にお い て も タイ

国 の お よそ3分 の1の 比 重 を 占め る が 、そ の一 人 当 り所 得 は 、全 国 平 均 の3分

の1に 過 ぎな い。 これ は 基 本 的 に は劣 悪 な 自然 環 境 に よ る もの で あ る。19世 紀
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以降 、急速 な人 口増加 と耕 地の拡大が あったが、デル タ地帯 と異 な り、余剰米

をほ とん ど出 さず 、米 自給生産 の拡大があ っただけであ る。 すなわ ち、 もっぱ

ら耕 地拡大 による増加人 口の収容が地域内で進行 した。 第2次 大戦後、商品作

物栽 培が普及 し、1970年 代以降は農外収入 の比重が増 してい るが、 なお、人 口

はバ ン コクな ど大都市に流出 してい る。

コラー ト高原 は9-14世 紀 にはア ンコール帝国 の一部 をな してい たが、 ア ン

コール没 落後 、政 治的 、人 口的 「空 白」 が続 いた とされ る。18世 紀後 半以 降、

ラー オ人 がメ コー ン河 を渡 って移住 し初 め、今 日では東北 タイ の ラーオ系人 口

はラオ スのそれ を上回ってい る。今 日、高原西南部 を中心 とす るシャム系 、南

部の クメール 系、その他 の大部分 を占めるラーオ 系の3つ の民族分布 がみ られ

るが、 タイ国人 と して同化が進んでい る。

対象集団の 概要

村 は塊村 をな し、高原上 を東流す るメ コーン河の支流、チー川 の氾濫原 に臨 む。

全住 民が ラーオ 系であ り、もち米を常食:とす る稲作民であ る。すべて天水 田で

あ り、旱越 、洪水 によ り極度 に生産 は不安 定である。

稲作以外 に キャサバ、野菜 を栽培す るが、ほ とん どが現金収 入のためで ある。

その外 、通勤 による農外収入が多い。 これ は約20㌔ ㍍ はなれ たKh・nKaen市

に就業機会が増加 し、その通勤圏内に取込まれつつ あるこ とに よる。

3.調 査項 目と方法

人ロ

在村人 口 調査 時皆悉調査 、1964年 水野皆悉調査 、1944年 家屋配置再現 、1912

年大火事時の世帯数などから今世紀を通 した人 ロを推定。 さらに系図一家族史

調査(皆 悉)で補正。

出生、死 亡率 調査時既婚女性232人 の出産経 験 と、そ の子供876人 の生存 ・死

亡 に よ り、 コホー ト生命 表 、 コホ ー ト出生 率 を推 定。
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移動 上記の在村人 口推計 と、出生 、死 亡率に よる 自然人 口増加率 との差 か ら

移動を推定(間接法)。 系図一家族史調査による直接移動推計(直接法)。

米生産

生産 が極度 に不安定なた め、平年値 を求 めることが困難であ る。降雨量 をイン

プ ッ トとす る米 生産経年 変動 シ ミュレーシ ョンモデル を構築 す るこ とによって、

1930年 代 、1960年 代 、1980年 代の3時 期 について長期米収支 を求 め、　 「備 蓄枯

渇年確 率」に よって、それ を表現 した。

村経済構造

1960年 代 につい ては水野調査 によって、1980年 代については今 回調査 に よって

ほぼ定量的 に把握 できた。それ以前 については、在村人 口と米 生産 シ ミュ レー

シ ョンに よる米収支が推定 されただけで ある。

i

4.主 た る 結 論

人 口、米 生産、村経済構造の3者 の今世紀初頭 以降の変遷 をほぼ跡づ ける こと

ができた。その概 要は、次ぎの表に総括 されている。

　 1870年 代 にチー川 下流か ら農民の小集団に よる 自発的開拓移住(加 η∂ゴf)が

あって、DD村 は始 った。 これ はコラー ト高原への ラー オ系住 民進 出の大 きな

流れ と一致す る。DD村 は1920年 代 まで この よ うな開拓民 を受入れ 、在村 人 口

の増加 率 は 自然増加率 を上回つた。1930年 以前 には優 良稲作地 はすべ て 占拠 さ

れ、新 たな移入 はな くなつた。

　以降、大戦 中に棉 栽培が始 るまで、ほぼ 自給経 済のまま増加 人 口に対応 しな

けれ ばな らなか った。 この対応 は、ひ とつ には劣等耕地の拡大 によ り、も うひ

とつにはチー川 の さ らに上流への ha na di 移 出によった。 劣等耕地は 、それ

だけを耕 作 したのでは生活を維持 できないほ ど低収、不安定で あったが 、優 良

耕地 との同一経 営体内での組合せ によって意 味を もち、村の最 大収 容人 口の増

加 に寄与 した。 これ は耕 地拡大 であ り、土地利用 の集約 化ではないが、一種 の

agricultural involution といえよ う。 この段階 に至 るまでは、村 内資源 量が
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西暦 1900 io zo 30 40 50 60 70 80

人口史的時代区分 第1期 第II期 第m前 田中 HI後

在村人口概数(人) 150 320 500 810 900」

増加率(%/年) 3.8 2.7 1.8 1.0 0.3

自然増加率(%/年) 2.2(?) 2.2 3.2 2.2

移出入(人/年)

(内 ハ ー ナ ー デ ィ ー)

村内生活の相対的

〈好 ま しさ〉

十3.6

(=)

十

十 〇.i

(一)

十

一ii .o

(一8)

一10 .8

(一8) (一4)

中 ・高 位 田(2,260ラ イ)

水田面積 :潜在可耕地

低位 田(1,220ラ イ)

備蓄枯渇年確率 (s6/100) 6/100 17/100

村経済の構造 自給部門
換 農 外

作
物

最大収容人 口を規制するとい う意味で carrying capacity の概念を適用でき

ると思 われ る。

棉 を噛矢 とす る商品作物栽培は現金 を もた らし、不作年 の米 不足 を乗切 るこ

とを容易 な らしめ、 よって備蓄枯渇年確率 の低下を許 した。 しか し、死亡率の

低下、高い ままの出生率 によって ha na di は継続 した。 この状態 は、1970年

代初 め頃まで続い た。 この期間の在村 人 口は、表 面的 には依然 として米収支 に

よって規 制 され 、 したがって carrying capacity 概念が適用可能のように思

われ るか も しれ ないが、 この間 を通 じて生活水準は上昇 してい るので、同概念

の適用 はできない。

1970年 代 にな る と在村 のままの賃金労働 の機会 が増 え、また移 出者の行 く先

が開拓 地か ら大都 会へ と変化 し始 めた。 また、1980年 代 には米収入 が全収入 の

20%を 下回 ってい る。 にもかかわ らず在村人 口は侮然 として米収支 と整合的 で
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あ り、かつ村 民の職業意識は稲 作農民 のままである。 これは現金収入源 が不安

定であること、フ ローに対す るス トック指向 とも関係す る。

今世紀 を通 じて在村 人 口の動態 とくに人 口移動 を統一的に理解 す るには、在

村 を続 けた場合 と、移 出 した場合 に期待 される生活の 「好ま しさ」の相対的 な

差 を中心 に考 えるこ とが可能 であろ う。 この好 ま しさの判断に とつて 、 自給的

生活 が内外 で卓越 している時期 には、 もつば ら米収支 が重要 であ る。 現金収入

の増加 とともに米収支 の重要性 は徐 々に低 下 し、現金 収入 の機 会、次いで農外

就業 の機会が好 ま しさの判断基準 と して重要性 を増す。 に もかかわ らず米収支

は、今 日に至 るま で依然 としてその意味 を失 つていない。長期的 に米 自給 で き

ない家族 が在村 を続 ける意 味はないか らである。

しか しなが ら、 ご く近年 には、まつた く米生産に依存 しない人 口が発 生 しつ

つあ る。 これ はDD村 が近郊農村型 に変化 しつつある ことの表れ であ る。 将来、

米収支 は、その意味 を減少 させて行 くであろ う。

DD村 の場合 、そ の開村 当初か ら、経済的 には ともか く、人 口的 、社 会的 に

は村 は閉鎖系 で はない。 コラー ト高原 は、つね に フロンテ ィア を もつ 空間 で

あつて、少 な くともラーオ系住 民にとつては、いわゆ る近代化 以前か ら 「開か

れ た」社会 であつた。 この特徴 は、相 互扶助 、相続、結婚 、家族 、宗教 な どの

面 において も表 出 してい る。

5.コ メ ン ト

広範かつ詳 細 にデー タを収集 してはい るが、その分析並び に分析結果 の こな

れは十分ではない。

例 えば、補完 的耕地 拡大であ る。1930年 代 後半か ら1950年 代 にかけて開 田

され た中、高位 田は、その部分だけを耕作 したのでは労働 の再生産 さえ も不 可

能なほ ど生産性 の劣 る土地であ るが、それが開田 されたのは、生産性 の高 い低

位 田と同一経 営内 において組 み合わ されていたか らだ とい う。 この よ うな耕地

拡大 は、通常 の意 味における耕地拡大 とは異 なるがゆえに、 「補完 的」 と名付
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け られ た。 ところで耕 地拡大 と集約化 とは、人 口圧の高ま りに対す る農業 の対

応 の二つ の形で ある といわれ るが、 この文脈にお いて補完的耕地拡大が どうい

う位 置付 けとな るかは、もつと議論 され てもよい。

天水 田である限 りは集約化 による生産増 は困難 であるか ら、 もつば ら耕 地拡

大 によ らなけれ ばな らない とされてい る。 しか し、天水 田において も化学 肥料

の施 肥 と適 当な品種 の組 み合わせに よつて収量 を高め、商品米 生産 を行 つてい

る場合 が同 じ東北 タイ にもある。 いかなる条件 において、それ が可能 であるの

か?

少 な くとも18世 紀後半以降にコラー ト高原に進 出 した ラーオ人 は、ここに述

べ られ た よ うな開かれた社会に生 きていたか も知れ ない。 しか し、彼 らがそれ

以前 にメ コー ン河左岸 に居住 してい たころか ら、 この よ うな特徴 をもつて いた

ので あろ うか。 あ るいは、 コラー ト高原に進 出す ることに よつて、 この よ うな

特徴 を後天的 にもつに至つたのであろ うか?

第2次 大戦 中に棉 を栽培 したのがDD村 にお ける換金作物栽培 の鏑矢 で ある

が、か といつて、それ 以前 の村経済がまつた くの 自給 自足 であ つた といえ るで

あろ うか。東北 タイは地域 としてはほぼ 自給的ではあつても、あるいはむ しろ

そ うであ るか らこそ、地域内 において農産物以外 の さま ざまな必需 品が生産 さ

れていた。それ らの多 くは、農村 工業によつて行 われてい た と思 われ る。 そ し

て、その よ うな農 村工業は、地域外 の大量生産 に よる商品 の移入 によって破壊

され た と思われ る。で あるな らば、 この研究で言及 されてい る今世紀初頭以 降

は ともか く、それ以前 にまで さかのぼれば、案外 、 自給色は希薄で あつたか も

しれ ない。 さらにそれは、か つての製塩や製鉄にもつながるかも しれない。

(福井捷朗記)
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